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〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委
員

の
１
人
が
、
令
和
５
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
委
員
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
５
年
10
月
１
日
か

ら
９
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
井
沼
隆
史
氏
（
新
任
、
藤

沢
市
在
住
）

〇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

藤
沢
市
公
平
委
員
会
委
員

の
２
人
が
、
令
和
５
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
委
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
５
年
10
月
１
日
か

ら
９
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
川
本
美
保
氏
（
再
任
、
鎌

倉
市
在
住
）

・
小
沼
徹
氏
（
新
任
、
藤
沢

市
在
住
）

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

藤
沢
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
１
人
が
令

和
５
年
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
委

員
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
５
年
10
月
１
日
か

ら
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
桂
田
由
香
氏
（
再
任
、
藤

沢
市
在
住
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
等
に
同
意
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デートＤＶの防止
被害者も加害者も作らない

早い段階での予防教育を

映
像
と
併
せ
災
害
情
報
を
提
供
す
る

水
位
計
を
新
た
に
設
置

河
川
監
視
カ
メ
ラ

　

河
川
監
視
カ
メ
ラ
に
よ

っ
て
、
河
川
の
状
況
を
確
認
で

き
る
が
、
画
質
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
。
改
善
す
る
こ
と
は
で
き

る
か
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
当

時
、
災
害
時
に
ア
ク
セ
ス
が
集

中
し
た
た
め
、
サ
ー
バ
ー
が
ダ

ウ
ン
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
３
分
お
き
の
更

新
や
、
一
定
程
度
画
質
を
抑
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
サ
ー
バ
ー
ダ

ウ
ン
を
予
防
し
て
き
た
経
過
が

あ
る
。

そ
の
た
め
、
現
状
は
画
質
を

上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　

実
際
に
河
川
の
様
子
を

見
に
行
く
危
険
性
を
考
え
る
と
、

監
視
カ
メ
ラ
で
見
る
こ
と
は
危

険
予
測
が
で
き
、
非
常
に
有
効

と
思
う
。

設
置
場
所
や
台
数
を
増
や
す

こ
と
も
有
効
と
思
う
が
、
市
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

　

現
在
監
視
カ
メ
ラ
は
滝

川
、
白
旗
川
、
一
色
川
に
設
置

し
て
い
る
が
、
今
年
度
新
た
に
、

用
田
１
号
水
路
に
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
既
に
設
置
済
み
の
滝

川
と
白
旗
川
に
は
水
位
計
を
新

た
に
設
置
し
、
映
像
と
併
せ
て

水
位
の
情
報
を
数
値
で
表
し
、

提
供
し
て
い
く
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
普
及

若
い
世
代
へ
の
周
知
を

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
若
年

層
の
自
殺
が
増
え
た
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
若

い
世
代
の
実
態
を
聞
き
た
い
。

　

年
齢
別
の
自
殺
死
亡
者

数
に
つ
い
て
、
20
歳
未
満
は
令

和
２
年
に
０
人
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
し
た

３
年
に
は
３
人
に
増
え
、
20
代

も
２
年
に
４
人
だ
っ
た
が
３
年

は
13
人
に
増
え
た
。
４
年
は
20

歳
未
満
が
１
人
、
20
代
は
９
人

と
や
や
減
少
し
て
い
る
。

　

メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
、
こ
こ
ろ
の
体
温
計
を

若
い
世
代
に
広
げ
る
こ
と
は
効

果
が
あ
る
。
こ
こ
ろ
の
体
温
計

の
周
知
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

こ
こ
ろ
の
体
温
計
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
４
年
は
年

間
約
４
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

っ
た
。

広
報
ふ
じ
さ
わ
な
ど
で
の
周

知
の
ほ
か
、
学
校
に
出
向
き
健

康
教
育
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
講
座
を
教
員
に
行
う
際
に
も

周
知
を
し
て
い
る
。

今
後
は
、
藤
沢
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
、
若
い
世
代
が
よ
く
目

に
す
る
媒
体
で
周
知
し
て
い
く
。

小
中
学
校
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出

し
方
教
室
と
い
っ
た
授
業
も
行

っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
機
会

も
捉
え
周
知
し
た
い
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
活
用

災
害
時
の
実
効
性
を

　

災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事

業
者
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
、

協
議
会
は
市
内
飲
食
店
が
中
心

と
な
り
、
近
隣
自
治
体
含
め
て

組
織
し
て
い
る
と
思
う
。

本
市
で
大
規
模
災
害
が
発
生

す
る
と
、
近
隣
も
同
様
の
状
況

に
な
る
。
事
業
者
も
被
災
す
る

た
め
、
支
援
を
迅
速
に
行
え
る

か
、
実
効
性
に
つ
い
て
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

　

協
定
の
実
効
性
を
高
め

て
い
く
た
め
に
、
防
災
訓
練
等

に
参
加
し
て
も
ら
う
と
共
に
、

平
常
時
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

協
力
事
業
者
が
被
災
し
た
場

合
で
も
、
可
能
な
限
り
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
事
業
者
と
共
に
、

災
害
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、

本
市
か
ら
事
業
者
を
派
遣
し
た

り
、
逆
に
遠
く
の
自
治
体
に
同

様
の
協
議
会
が
あ
れ
ば
災
害
時

に
来
て
も
ら
う
と
い
っ
た
協
定

が
あ
れ
ば
さ
ら
に
有
効
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

協
定
を
結
ん
で
い
る
他

の
自
治
体
と
は
、
そ
う
し
た
発

想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
民
間

事
業
者
の
協
力
を
得
ら
れ
れ
ば
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
会
史
の
編
さ
ん

費
用
縮
減
の
取
組

　

議
会
史
編
さ
ん
事
業
に

つ
い
て
、
最
終
的
に
要
し
た
費

用
を
聞
き
た
い
。

　

当
初
は
人
件
費
を
含
め
、

約
１
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
最
終
的
な
決
算

総
額
と
し
て
は
、
５
５
１
３
万

９
５
１
７
円
と
な
っ
た
。

　

ど
の
よ
う
に
事
業
費
縮

減
に
取
り
組
ん
だ
か
聞
き
た
い
。

　

議
会
史
編
さ
ん
委
員
会

に
お
い
て
、
費
用
の
縮
減
に
つ

い
て
の
議
論
・
検
討
が
重
ね
ら

れ
、
次
の
取
組
を
行
っ
た
。

編
さ
ん
室
の
事
務
室
を
、
当

初
は
民
間
ビ
ル
へ
賃
貸
で
入
居

予
定
だ
っ
た
が
、
市
役
所
分
庁

舎
内
に
入
居
す
る
こ
と
で
、
事

務
所
経
費
が
不
要
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
に
発
刊
予
定
と

し
て
い
た
が
、
一
年
前
倒
し
し
、

４
年
度
に
発
刊
し
た
こ
と
で
、

人
件
費
及
び
事
務
経
費
が
縮
減

さ
れ
た
。

あ
わ
せ
て
、
資
料
・
年
表
編

は
完
全
デ
ー
タ
化
し
、
記
述
編

は
可
能
な
限
り
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
た
こ
と
で
、
執
筆
者
へ

の
謝
礼
金
及
び
冊
子
の
印
刷
製

本
費
用
が
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
当

初
想
定
の
約
３
分
の
１
の
費
用

に
縮
減
し
発
刊
で
き
た
。

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、

低
年
齢
化
、
深
刻
さ
が
社
会
的

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
毎
年
夏
休

み
前
に
中
学
１
年
生
に
配
布
し

て
お
り
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い

て
も
、
中
高
生
の
間
で
も
起
き

て
い
る
課
題
と
し
て
、
相
談
窓

口
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
。

　

被
害
者
も
加
害
者
も
作

ら
な
い
社
会
が
一
番
大
切
だ
と

思
う
。
当
事
者
に
な
る
前
の
早

い
段
階
で
の
予
防
教
育
が
重
要

だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
教
育
委
員
会
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
４
年

度
は
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
等
に
関
す

る
講
演
会
を
実
施
し
た
。

人
権
教
育
の
中
で
、
誰
し
も

心
と
体
は
自
分
の
も
の
で
あ
る

と
い
っ
た
概
念
等
を
学
べ
る
よ

う
、
ま
た
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
教
職
員
を
含

め
、
予
防
教
育
や
研
修
、
情
報

発
信
を
行
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
で
あ
る
持
続
可
能
な
社
会
の

担
い
手
を
育
て
る
教
育
と
も
合

致
す
る
た
め
、
学
校
で
の
取
組

や
担
当
者
会
で
の
周
知
啓
発
に

努
め
る
。

市
内
経
済
の
活
性
化
策

時
限
定
め
ず
拡
大
を

　

店
舗
・
事
業
所
等
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
補
助
金
に
つ
い
て
、

申
請
件
数
に
対
し
て
補
助
件
数

が
少
な
い
が
、
そ
の
理
由
と
、

本
事
業
が
地
域
経
済
に
与
え
た

効
果
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

　

補
助
件
数
が
少
な
い
理

由
と
し
て
は
、
募
集
件
数
を
超

え
る
申
請
の
あ
っ
た
住
宅
は
、

抽
選
に
よ
り
交
付
件
数
を
絞
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
店
舗
・

事
業
所
と
住
宅
双
方
に
共
通
し

て
、
交
付
決
定
後
に
製
品
の
入

荷
が
未
定
と
な
り
、
工
事
が
延

期
に
な
る
等
の
理
由
に
よ
り
、

補
助
金
請
求
を
辞
退
し
た
と
い

う
理
由
も
あ
る
。

経
済
的
効
果
に
つ
い
て
、
対

象
と
な
っ
た
工
事
額
は
合
計
で

約
１
億
１
１
５
０
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
市
内
業
者
が

実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
需
要

を
喚
起
す
る
ほ
か
、
発
注
先
の

市
外
流
出
防
止
に
も
つ
な
が
り
、

市
内
経
済
の
活
性
化
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　

本
制
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
と
い
う
時
限
的
施
策
に
と

ど
め
ず
、
経
済
対
策
と
し
て
助

成
件
数
を
増
や
し
拡
大
し
て
い

く
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

現
在
は
原
油
価
格
や
物

価
高
騰
な
ど
新
た
な
要
因
が
市

内
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
た
支

援
策
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

ひ
と
り
親
の
資
格
支
援

様
々
な
周
知
の
取
組
を

　

母
子
家
庭
等
自
立
支
援

給
付
金
事
業
費
は
令
和
４
年
度

の
予
算
執
行
率
が
62
・
１
％
と

低
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
を
聞

き
た
い
。

　

給
付
金
の
新
規
件
数
が

当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
こ
の
給
付
金
は
毎

月
の
生
活
費
を
補
助
す
る
意
味

合
い
の
も
の
で
、
３
年
度
の
上

半
期
に
相
談
件
数
が
大
幅
に
増

え
た
こ
と
か
ら
受
講
者
増
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
下
半
期
は
相

談
が
少
な
く
な
り
、
約
１
８
０

０
万
円
の
執
行
残
と
な
っ
た
。

　

給
付
金
で
取
得
可
能
な

資
格
に
つ
い
て
、
ま
た
制
度
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

対
象
資
格
は
国
及
び
市

の
要
綱
で
定
め
て
お
り
、
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

歯
科
衛
生
士
と
い
っ
た
国
家
資

格
が
該
当
す
る
。
ま
た
３
年
度

か
ら
新
た
に
情
報
関
係
の
民
間

資
格
で
あ
る
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム

ズ
認
定
資
格
、
Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資

格
も
対
象
と
し
て
い
る
。

周
知
方
法
は
ひ
と
り
親
家
庭

の
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
な
ど
へ
掲

載
す
る
ほ
か
、
相
談
時
や
児
童

扶
養
手
当
の
申
請
時
な
ど
に
案

内
を
す
る
と
と
も
に
、
児
童
扶

養
手
当
の
証
書
発
送
時
や
現
況

届
の
結
果
を
送
付
す
る
際
に
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
な

ど
、
通
年
で
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
連
携
を
図

っ
て
い
る
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
本
事
業
の
周
知
を
行
う
。

令和４年度一般会計及び７特別
会計決算等のあわせて８認定議案
（総額2,948億6,088万6,147円）
について９月27日に設置された決
算特別委員会において９月28日、
29日、10月２日、３日、４日、５日
の計６日間にわたり審査が行われ
ました。
その結果、10月10日の本会議
で全決算議案が可決及び認定され
ました。
ここでは、決算特別委員会の審
査の概要をお知らせします。

大雨時に河川の様子を安全に確認できる＝柄沢橋付近

災害時に実効性ある活用を＝片瀬地区総合防災訓練

４令 和 年 度


